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静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
北
部
の
山
地
は
、

富
士
山
の
火
山
噴
出
物
（
ス
コ
リ
ア
）
が

厚
く
堆
積
し
た
固
結
度
の
低
い
土
壌
に
覆

わ
れ
て
い
る
た
め
浸
食
さ
れ
や
す
い
性
質

で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
９
月
に
は
台
風

９
号
に
伴
う
豪
雨
（
小
山
町
で
日
最
大
24

時
間
降
水
量
４
９
０
㍉
㍍
、
最
大
１
時
間

降
水
量
１
１
８
㍉
㍍
を
記
録
）
、
平
成
24

年
・
25
年
の
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
崩
壊
地

が
著
し
く
拡
大
し
、
流
出
す
る
土
砂
に
よ

る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

現
在
も
大
量
の
不
安
定
な
土
砂
が
渓
流

内
に
堆
積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
降
雨

の
度
に
浸
食
が
急
速
に
拡
大
し
や
す
く
、

土
壌
養
分
も
少
な
い
た
め
森
林
の
再
生
が

容
易
で
な
い
ス
コ
リ
ア
土
壌
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
崩
壊
地
の
拡
大
及
び
大
量
の
不
安

定
土
砂
の
流
出
が
続
き
、
被
害
を
与
え
続

け
て
い
ま
す
。
（
写
真
②
）

こ
の
た
め
、
当
該
地
域
の
流
域
保
全
に

対
し
て
静
岡
県
等
か

ら
の
要
望
が
急
速
に

高
ま
り
、
国
土
保
全

上
重
要
で
、
ス
コ
リ

ア
土
壌
を
踏
ま
え
た

高
度
な
技
術
を
要
し
、

事
業
規
模
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
国
直
轄

に
よ
る
民
有
林
直
轄

治
山
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
小
山
地
区
民

有
林
直
轄
治
山
事
業

は
平
成
27

年
度
か
ら

10

年
間
、
予
算
70

億

円
と
い
う
全
体
計
画

で
、
国
道
１
３
８
号

線
・
須
走
集
落
等
を

保
全
の
対
象
と
し
、

上
流
の
山
腹
崩
壊
対

策
を
主
と
す
る
須
走

地
域
と
、
富
士
霊
園
・
県
道
等
を
保
全
対

象
と
し
、
渓
間
工
に
よ
る
渓
床
の
安
定
と

山
腹
の
荒
廃
の
復
旧
に
向
け
た
山
腹
工
を

行
う
北
郷
地
域
の
２
地
域
で
事
業
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
（
図
①
）

平成２８年４月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１４２号（２）

写真②流出土砂に埋もれた家屋

計
画
保
全
部

治
山
課

写真①拡大する崩壊地

図①



事
業
の
実
行
は
、
静
岡
森
林
管
理
署
の

出
先
と
し
て
小
山
第
一
・
第
二
治
山
事
業

所
を
小
山
町
内
（
須
走
Ｉ
Ｃ
か
ら
５
分
程

度
１
３
８
号
線
沿
い
）
に
設
置
し
て
実
行

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
（
写
真
③
）

事
業
実
行
初
年
度
で
あ
る
平
成
27
年
度

は
、

須
走
地
域
１
箇
所
（
立
山
５
：
山
腹
工
）

北
郷
地
域
２
箇
所
（
角
取
山
１
：
渓
間
工
、

角
取
山
７
：
渓
間
工
・
山
腹
工
）

の
計
３
箇
所
に
つ
い
て
、
工
事
費
約
２
億

円
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
写
真
④
写
真
⑤
）

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
須
走
地
域
で

２
箇
所
（
継
続
１
、
新
規
１
）
、
北
郷
地

域
で
４
箇
所
（
継
続
２
、
新
規
２
）
の
合

計
６
箇
所
、
工
事
費
約
４
・
２
億
円
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
⑥
写
真
⑦
）

（３）平成２８年４月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１４２号

写真④施工前 北郷地域（角取山１）

写真⑤施工後 北郷地域（角取山１）

今
月
の
表
紙

海
岸
防
災
林
薬
剤
散
布
事
業

千
葉
県
銚
子
市
の
君
ヶ
浜
は
、
夏
に
は
大

勢
の
海
水
浴
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

君
ヶ
浜
国
有
林
は
、
保
健
保
安
林
、
水
郷

筑
波
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
林
内
に
整
備

さ
れ
た
遊
歩
道
は
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬

吠
埼
一
帯
の
海
岸
防
災
林
で
あ
り
、
防
風
及

び
潮
害
防
備
保
安
林
に
指
定
さ
れ
、
背
後
に

広
が
る
住
宅
や
農
地
を
強
風
や
潮
害
か
ら
守

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
こ
の
貴
重

な
海
岸
防
災
林
の
ク
ロ
マ
ツ
を
松
く
い
虫
か

ら
守
る
た
め
、
薬
剤
散
布
を
実
施
し
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

写真⑥須走地域（立山５）
写真⑦北郷地域（角取山１）

写真③小山治山事業所開所式



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
２
月
18
日
・

19
日
の
両
日
、
関
東
森
林
管
理
局
大
会
議

室
に
お
い
て
、
第
60
回
目
と
な
る
森
林
・

林
業
技
術
等
交
流
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。本

発
表
会
は
、
各
地
域
の
試
行
的
な
取

組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
技
術
や
研

究
成
果
等
を
、
多
く
の
関
係
者
が
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営

や
民
有
林
に
お
け
る
技
術
の
普
及
・
定
着

に
資
す
る
と
と
も
に
、
地
域
林
業
の
再
生

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
員
に
は
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林

総
合
研
究
所
の
吉
丸
研
究
専
門
員
（
審
査

員
長
）
、
宇
都
宮
大
学
の
谷
本
名
誉
教
授
、

栃
木
県
林
業
振
興
協
会
の
福
田
女
性
部
会

顧
問
を
お
迎
え
し
、
今
年
も
国
有
林
野
職

員
の
み
な
ら
ず
、
県
や
研
究
機
関
の
職
員
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
林
業
を
学
ぶ

大
学
生
・
高
校
生
等
か
ら
、
25
課
題
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
藤
澤
所
長
か
ら
「
地
域

と
つ
な
が
る
国
有
林
～
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
組
か
ら
考
え
る
～
」
と
題
し
て
特

別
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
後
に
は
、
森
林
総
合
研
究

所
育
成
林
施
業
担
当
チ
ー
ム
長
の
宇
都
木

玄
氏
に
よ
る
「
低
コ
ス
ト
再
造
林
に
む
け

て
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
活

発
な
質
問
に
来
場
者
の
コ
ン
テ
ナ
苗
等
に

関
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

特
別
講
演
後
、
吉
丸
審
査
員
長
か
ら
講

評
が
あ
り
、
日
常
の
業
務
や
学
業
等
で
多

忙
の
傍
ら
、
諸
課
題
に
対
し
て
、
情
熱
を

持
っ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
得
ら

れ
た
成
果
を
ま
と
め
上
げ
た
す
ば
ら
し
い

発
表
が
多
か
っ
た
と
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
課
題
、
優

秀
賞
８
課
題
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
特
筆

さ
れ
る
の
は
、
最
優
秀
賞
に
、
群
馬
県
立

勢
多
農
林
高
等
学
校
植
物
バ
イ
オ
研
究
部

の
皆
さ
ん
、
優
秀
賞
に
、
静
岡
県
立
農
林

大
学
校
杉
山
彩
音
さ
ん
、
群
馬
県
立
農
林

大
学
校
鉾
田
智
洋
さ
ん
、
と
学
生
の
皆
さ

ん
の
発
表
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
す
。

参
加
者
は
、
２
日
間
で
の
べ
４
７
２
人

と
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
発
表
い
た
だ
い
た
皆
様
及
び
関
係

者
の
皆
様
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
本
発
表
会
を
通
じ
、
林
業
に
携

わ
る
方
々
、
ま
た
、
一
般
の
方
に
も
森
林
・

林
業
へ
の
関
心
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、

新
た
な
技
術
の
開
発
や
研
究
成
果
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成２８年４月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１４２号（４）

特別講演（宇都木玄氏）
うつぎ　はじめ

平
成
27
年
度
関
東
森
林
管
理
局
森
林
・
技
術
等
交
流
発
表
会

を
開
催

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

挨拶する漆原局長

質問する吉丸審査員長藤澤所長の特別発表

会場勢多農林高等学校の発表



第
１
２
３
号
で
赤
谷
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
「
ホ
ン

ド
テ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
た

環
境
教
育
教
材
の
開
発
」
に
つ
い
て
、

こ
の
た
び
【
森
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
】

「
ホ
ン
ド
テ
ン
は
森
を
ど
う
見
て
い

る
？
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
ホ
ン
ド
テ
ン
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

ホ
ン
ド
テ
ン
は
、
長
く
ほ
っ
そ
り
と
し

た
体
つ
き
と
短
い
手
脚
が
特
徴
で
す
。
海

岸
近
く
か
ら
奥
山
ま
で
日
本
各
地
に
広
く

生
息
し
て
い
る
身
近
な
動
物
で
、
動
物
や

植
物
（
主
に
果
実
）
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
類
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど

も
大
好
物
で
、
バ
ッ
タ
類
や
甲
虫
類
も
好

物
で
す
。
樹
上
の
リ
ス
や
鳥
も
襲
い
ま
す
。

植
物
で
は
、
イ
チ
ゴ
類
や
ク
ワ
、
カ
キ
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
サ
ル
ナ
シ
な
ど
を
食
べ
、

日
本
に
生
息
す
る
哺
乳
類
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
幅
広
い
雑
食
性
を
誇
り
ま
す
。

ホ
ン
ド
テ
ン
は
、
ネ
ズ
ミ
等
の
小
動
物
を

食
べ
、
そ
の
数
を
調
整
し
、
植
物
の
実
を

食
べ
な
が
ら
、
糞
と
し
て
種
子
を
散
布
す

る
と
い
っ
た
森
林
生
態
系
の
中
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
が
中
心
と
な
っ
て
ホ
ン
ド
テ

ン
の
糞
を
採
取
し
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
分
析
・
評
価
す
る
ホ
ン
ド
テ
ン
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
（
通
称
：
テ
ン
モ

ニ
）
を
２
０
０
５
年
か
ら
行
っ
て
き
ま

し
た
。
採
取
し
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た

数
は
２
０
１
５
年
ま
で
の
10
年
間
で
５

１
９
９
個
に
も
及
び
ま
す
。

テ
ン
モ
ニ
は
、
ホ
ン
ド
テ
ン
の
生
活

を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
を
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

先
行
研
究
や
最
近
の
知
見
か
ら
、
ホ

ン
ド
テ
ン
は
幅
広
く
動
植
物
を
採
餌
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
採
餌
物
を
解
析
す
れ
ば
生
息
す
る

森
林
環
境
の
理
解
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
フ
ン
か
ら
森
が
見

え
る
な
ん
て
！
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

今
回
、
こ
の
成
果
を
環
境
教
育
活
動
に

い
か
し
た
い
と
考
え
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
と

テ
ン
モ
ニ
に
携
わ
れ
て
い
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
（
ホ
ン

ド
テ
ン
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
、
通
称

テ
ン
モ
ニ
隊
）
と
協
働
で
「
実
践
環
境
マ

ニ
ュ
ア
ル
【
森
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
】
ホ
ン

ド
テ
ン
は
森
を
ど
う
見
て
い
る
？
」
と
、

ホ
ン
ド
テ
ン
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
「
始
め
よ
う
！

ホ
ン
ド
テ
ン
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ど
う
し
て

ホ
ン
ド
テ
ン
な
の
？
～
」
を
作
成
し
ま
し

た
。【

森
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
】
ホ
ン
ド
テ
ン

は
森
を
ど
う
見
て
い
る
？
」
は
赤
谷
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

読
ん
で
い
た
だ
い
た
後
に
や
っ
て
み
た

く
な
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
は
も
う
テ
ン
モ

ニ
隊
の
一
員
で
す
。

一
緒
に
テ
ン
モ
ニ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（５）平成２８年４月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１４２号

ホンドテンは森をどう見ている！

ホンドテン（冬毛）



当
湯
ノ
花
森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
南

西
部
の
栃
木
県
境
に
位
置
す
る
南
会
津
町

舘
岩
地
区
（
旧
舘
岩
村
）
に
所
在
し
、
田

代
山
・
帝
釈
山
を
源
頭
し
た
西
根
川
か
ら

舘
岩
川
合
流
域
を
囲
ん
だ
山
々
の
約
１
万

３
千
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
四
方
を
標
高
１
５
０
０
ｍ

級
の
山
並
み
で
囲
ま
れ
た
山
村
環
境
に
あ

り
、
気
候
は
夏
は
朝
夕
し
の
ぎ
や
す
く
、

冬
は
厳
し
い
日
本
海
型
の
豪
雪
地
帯
に
属

し
て
い
ま
す
。
越
後
山
系
か
ら
連
な
る
帝

釈
山
（
標
高
２
０
５
９
．
６
ｍ
）
を
最
高

峰
に
、
尾
瀬
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
田
代
山
や
長
卸
山
・
七
ヶ
岳
な
ど
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
当
地
に
は
、
毎
年
多
く
の
登

山
客
が
訪
れ
ま
す
。
特
に
、
田
代
山
に
は

世
界
的
に
も
希
少
と
さ
れ
る
台
形
状
の
湿

原
が
存
在
し
、
約
４
０
０
種
に
も
及
ぶ
貴

重
な
高
山
植
物
が
み
ら
れ
る
隠
れ
た
名
所

で
、
四
季
折
々
の
風
景
を
観
な
が
ら
登
山

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
舘
岩
川
水
系
の
渓
流
（
舘
岩
川
・

湯
ノ
岐
川
・
鱒
沢
川
・
西
根
川
）
で
は
、

４
月
上
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
渓
流

釣
り
が
、
ま
た
冬
季
で
は
、
厳
寒
地
特
有

の
良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
（
水
分
の
少

な
い
粉
状
の
雪
）
を
背
景
に
、
ス
キ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て

地
元
住
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
曲
家
〔
ま
が
り
や
〕
と
呼

ば
れ
る
草
ぶ
き
屋
根
の
民
家
が
村
の
か
し

こ
に
残
り
、
舘
岩
に
あ
る
前
沢
集
落
（
23

戸
の
内
、
現
在
10
戸
の
曲
家
が
建
ち
並
ぶ
。
）

で
は
、
花
し
ょ
う
ぶ
園
や
蛍
の
里
な
ど
と

と
も
に
公
園
と
し
て
日
本
の
原
風
景
を
観

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
囲
の
山
々

と
イ
ワ
ナ
が
棲
む
川
、
そ
し
て
風
情
漂
う

温
泉
（
湯
ノ
花
温
泉
・
木
賊
温
泉
）
が
あ

る
と
い
う
「
隠
れ
里
」
的
な
環
境
が
、
田

舎
好
き
な
観
光
客
を
現
在
も
魅
了
し
続
け

て
い
ま
す
。

当
事
務
所
管
内
国
有
林
に
つ
い
て
概
観

す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
奥
会
津
森

林
生
態
系
保
護
地
域
」
お
よ
び
「
緑
の
回

廊
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
を
中
心
と
し
た
天
然
林
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
人
工
林
は
ご
く
ご

く
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
保
育
間

伐
活
用
型
に
よ
る
素
材
生
産
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
で
は
、
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域
」
と
し

て
、
国
有
林
野
の
一
画
が
ス
キ
ー
場
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
分
収
造
林
地

の
一
部
で
は
、
芝
浦
工
業
大
学
学
校
分
収

造
林
『
芝
浦
創
造
の
森
』
や
さ
い
た
ま
自

然
の
家
の
学
校
分
収
造
林
『
体
験
の
森
』

と
し
て
学
生
の
林
業
体
験
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
お
り
、
林
業
体
験
で
は
南
会
津
支

署
か
ら
も
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

業
務
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
当
事
務
所

は
上
述
の
と
お
り
豪
雪
地
の
た
め
、
例
年

５
月
上
旬
～
11
月
上
旬
ま
で
の
限
ら
れ
た

期
間
で
段
取
り
よ
く
現
場
業
務
を
遂
行
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
、
昨
冬
が

歴
史
的
少
雪
で
あ
っ
た
こ
と
で
今
年
は
４

月
中
旬
か
ら
現
場
巡
視
が
可
能
と
な
っ
て

は
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
山
火
事
が
例

年
以
上
に
発
生
す
る
恐
れ
も
あ
り
気
が
抜

け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
事
務
所
管
内
に
お
い
て
も
、

熊
や
鹿
に
よ
る
剥
皮
被
害
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
雪
に
よ
り
我
々
人

間
に
限
ら
ず
鳥
獣
の
活
動
も
例
年
以
上
に

早
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
被
害
状
況
の

把
握
と
剥
皮
被
害
防
止
対
策
を
検
討
の
上
、

地
域
関
係
機
関
と
の
連
携
を
い
つ
も
以
上

に
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
昨
年
９
月
の
台
風
に
よ
る
豪

雨
は
、
国
有
林
、
民
有
林
を
問
わ
ず
南
会

津
支
署
管
内
全
域
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、

当
事
務
所
管
内
に
も
現
在
も
通
行
が
で
き

な
い
箇
所
が
多
数
存
在
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
各
種
事
業
を
実
行
し
て
い
く
中

で
様
々
な
諸
課
題
が
生
じ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
支
署
職
員
の
先
輩
方
、
地
元
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
舘
岩
の
魅
力
を

少
し
で
も
引
き
出
せ
る
よ
う
微
力
な
が
ら

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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